
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

                                  

 大治中は初回２死から３番が左中間に三

塁打し内野失策の間に先取点を得た。天王

中は大治中の無死一二塁のピンチをゲッツ

ーで切り抜けた四回にチャンスが回ってき

た。先頭の１番がセンター前安打、１死三塁から３番が見事にスクイズを決め同点とした。

しかし大治中は五回先頭の８番がセンターオーバーの三塁打を放ち、内野ゴロの間に好走

塁で加点し、六回にも四球で出た二塁走者を５番がセンター前にタイムリーし勝敗を断然

有利とした。天王中は最終回先頭の２番が大きな当たりをレフトが後逸し三塁に出塁した

が、大治中のエースは後続を三者三振に打ち取って優勝を決めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大治中 岡田監督のコメント＞ 

 今大会の勝因は全試合を通じて固く守れたことに尽きると思います。３年間選手たちが

真面目に取り組んできたことが実りうれしく思います。また、保護者の皆さんが何かと協

力支援していただいたことも大きな力となりました。出場できなかった選手も一生懸命応

援してくれました。本当に感謝しています。決勝戦ではいいところで２年生がタイムリー

を決めてくれました。先発投手のコントロールがこの夏までに数段よくなりました。この

調子で西尾張大会を突破して県大会で活躍できることを願っています。関係者の皆様あり

がとうございました。 

チーム名 一 二 三 四 五 六 七 計 

天王中 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ 

大治中 １ ０ ０ ０ １ １ × ３ 

決勝戦 7/12(土) ＜試合経過＞ 


